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DOE/NNSAデータとは

• 米国エネルギー省(DOE)核安全保障局(NNSA: 
National Nuclear Security Administration)

• 2011年3月14日、全ての装備と33名の要員で
Mississauga, Ontario）発、日本時間16日01:55横
田基地着

• 2011年3月17日から実際に調査を開始

• 実際に対策に使われることはほとんどなかった

• Criag Lyons & David Colton: Aerial Measuring in 
Japan, Health Physics, 2012, 509‐515. 



実際の公開画面

https://explore.data.gov/catalog/raw?q=Fukushima&sortBy=relevance

①空間線量率

②土壌サンプリング

③航空機モニタリング

④土壌サンプリング

⑤現地測定



さらに、2012年7月6日
専用ページより詳細データを公開

http://www.nnsaresponsedata.net/Users/Home.aspx 全５種類



2012年7月6日よりのデータ公開画面



どのように測定されていたのか
試験飛行の様子がYouTubeに公開

http://www.youtube.com/watch?v=mnEQcXQLoFc



どんなデータなのか
AMS (Aerial Measurement System) 

GIS（地理情報システム）の利用が前提のデータ

測定日時 緯度経度 飛行高度等 セシウム測定値



GISに読み込ませる



拡大

60m

1,300m

Fukushima City

Nihonmatsu City



「生データ」が公開された意義

• 内挿により、「ある値」の範囲や面積を同定可能。

• コンター（等高線）図の作成が可能

• 適切な解像度により、想定範囲内の任意地点に
おける推定値を得ることが可能

ただし、１）適切な内挿法の選択、２）地上データと
の対比による精度の確認、等が必要



Disjunctive Krigingによる内挿結果



内挿値を使って137Csコンター図



チェルノブイリ原発事故での汚染範囲と
その基準・範囲・面積・人口(セシウム137)

１：避難ゾーン： 148万Bq/m2以上

２：移住義務ゾーン：55.5万Bq/m2以上

３：移住権利ゾーン：18.5万Bq/m2以上

４：放射線管理ゾーン：3.7万Bq/m2以上*1

汚染レベル別被災住民数（万人）

4 3 2 1

ロシア 188.3 34.7 9.3

ベラルーシ 148.5 31.4 4.1 0.0283

ウクライナ 173.2 65.3 1.9

合計 510 131.4 15.3 0.0283

汚染レベル別面積km２

4 3 2 1

ロシア 56,920 48,800 5,720 300

ベラルーシ 46,500 29,900 10,200 2,200

ウクライナ 41,900 37,200 3,200 600

合計 145,320 115,900 19,120 3,100

出典：『チェルノブイリ事故による放射能災害』（今中哲二編）
*1 日本の場合、3.7Bq/m2の範囲は特定不可能なため、外挿値



濃度別汚染エリア

> 1,480,000Bq

> 55,5000Bq

> 185,000Bq

> 111,000Bq



福島第一とチェルノブイリの比較

137Cs Contamination Area (ha)

Case > 185,000Bq/m2 > 555,000Bq/m2 > 1,480,000Bq/m2

Chelnobyl 1,912,000 720,000 310,000

Fukushima 218,601  67,450  25,603 

Chenobyl / Fukushima 8.7  10.7  12.1 



日本の公開データ

10km

ラスター形式データで簡単に任意間隔
のコンターを発生させ、その範囲を特定

文科省作成（IDWにより内挿）



148万Bq/m2以上の範囲の比較

赤：NNSA_Disjunctive Kriging
黒：文科省データ



文科省データの問題

・http://radb.jaea.go.jp/mapdb/selectdata.htmlからダウンロードが可能
・航空機「測定データ」となっているが実際には、IDWによる内挿値
・IDWによる内挿データの場合、等高線を作ってもつながらない



NNSAデータを使ってDisjunctive
Krigingで内挿した場合



NNSAデータと文科省地上実測値

データの比較

文科省が地上で実測した地点で今回の解析に使った
１５８６点（10,000Bq/m2未満無視、NNSAの飛行範囲内）



解析結果

文科省IDW NNSA_DJK NNSA_IDW

相関係数 0.819 0.866 0.858

RMS誤差 0.352 0.359 0.280

相関係数は、NNSAのデータをDisjunctive Krigingにより内挿したもの。２番目も
NNSAのIDW内挿値。しかし、RMS誤差はNNSAのIDW内挿値が一番小さい。



飯舘村

3,000m

Data Sampling Path 137Cs Contour with 50,000Bq/m2



空間解像度のレベル

基本的にどんな設定でも可能だが、飛行密度からみて数10m～100m程度が適切と
考えられる。飯舘村内各戸の点データを拾い、その地点の137Csの値を取得



DEM(Digital Elevation Model)との

重ねあわせ


